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背景と活動目的

　高靱性繊維補強セメント複合材料（HFC：High Performance Fiber Reinforced Cementitious Composites）は、引張応力下においてひび割れ発生後も応力が低下せず、同時に目に見えないような微小なひび割れが分散して数多く発生するという特性を有する。これらの特性のうち、前者は「Strain-hardening（ひずみ硬化特性）」、後者は「Multiple Cracking（微小ひび割れの分散特性）」と呼ばれている。

これらは、既往の繊維補強コンクリートがひび割れ発生後に徐々に応力が低下するひずみ軟化特性を示し、1本のひび割れが拡幅するのが一般的であることと比較すると、きわめてユニークな特性である。そのため、ここ数年この材料の開発や材料特性の調査等が世界的に活発に行われるようになってきており、それらの情報の収集と発信および本材料の構造利用を促進するために、2004年にTC-HFCが発足した。本TCの委員長には、ミシガン大学のV.C.Li、幹事にはハワイ大学のG.Fischerが就任した。
活動計画

本TCは下記の内容で5年間の活動が計画されている。

（1）技術の現状把握（1年目）：この目的のために2005年に国際ワークショップを開催する。

（2）共通試験（2～3年目）：共通の評価試験法を確立するために、いくつかの評価項目に関する共通試験を実施する。

（3）材料および構造性能評価法の検討（4～5年目）：材料特性、耐久性、構造性能に関する評価や施工にかかわる品質管理等について、できる限り共通の考え方を取りまとめ提案する。

（4）成果の公表（5年目）：TCの活動成果を公表し今後の開発を促進するために、最終年に国際ワークショップを開催する。

このような活動を進めるにあたって、三つの小委員会（SC-1 材料特性評価、SC-2 耐久性、SC-3 構造設計と性能）が設置されている。

国際ワークショップ

高靱性繊維補強セメント複合材料に関する技術の現状を把握し、今後のTC-HFCの活動計画を策定する目的で、「高靱性繊維補強セメント複合材料の構造利用に関する国際ワークショップ」が2005年5月23日～25日に米国ハワイ州のホノルルで開催された。

ここでは、まず上記3名のサブTC主査から基調講演があった。TC-1主査のH.Stang（デンマーク工科大学）は、構造設計に直接適用できる結果を材料試験から導き出す必要があり、そのためには材料に対する共通認識やさらなる基礎研究が必要であることを指摘した。SC-2主査のF.Wittmann（Aedificat Institute Freiburg）、はライフサイクルコストの考慮が重要であり、これまでの強度に基づく設計から耐久性に基づく設計への移行が必要であることを強調した。またSC-3主査の六郷（岐阜大学）は、日本における本材料の適用事例やコンクリート工学協会での委員会活動の成果、さらには土木学会で作成中の設計施工指針案の概要などを紹介した。

これに引き続き以下の六つのタスクグループ（TG）に分かれ、それぞれ発表、討議、まとめのセッションが行われた。その概要をごく簡単に紹介する。

・TG-A（材料と試験法の標準化）：主としてHFCのどの特性をいかなる方法で評価するかが議論された。とくに、HFCの特徴であるひずみ硬化特性を評価するための一軸引張試験について多くの議論が行われた。

・TG-B（耐久性）：HFCの特徴を利用して耐久性を確保するには、強度よりも靱性に基づく評価が重要であり、促進試験や信頼できる予測モデルの構築が必要である。

・TG-C（材料の製造と適用法）：現時点では、HFCは各研究者がそれぞれに適切と思う方法で製造･打設･養生･品質検査等がなされているが、記述の普及のためには標準的な方法の提示が必要である。

・TG-D（設計における想定）：HFCを実構造物に広く適用していくためには、適用例集や設計ガイドラインの策定が必要である。とくに、材料の靱性が構造物の設計にどのように影響するかを明確にしていく必要がある。

・TG-E（せん断、ねじれ、耐震設計）：現在想定されている適用から考えると最も重要なものはせん断問題であり、構造物におけるせん断メカニズムとそれに対するHFC材料特性の影響を解明していく必要がある。

・TG-F（特殊な適用）：主としてHFCの耐爆性や高ひずみ速度下での特性などが議論された。

TC-HFCの今後の展望

上記のTGの結果を踏まえ、ワークショップの翌日にTC-HFCが開催された。その議論の結果それぞれのSCについて下記の活動計画が了承された。

SC-1では、今後、材料特性と試験方法に関するState-of-the-art reportの作成、共通試験の実施、共通試験の実施、試験方法（案）の提案を行っていくこととなった。

SC-2では、耐久性評価に適した試験方法の提案や、微細ひび割れ幅、ガス浸透性に及ぼすひび割れ幅の影響、繊維の耐久性などの試験を実施していくこととなった。

SC-3では、土木学会の指針案等を参考に、衝撃設計や疲労設計などの必要な項目を追加し、設計･施工指針の作成を目指していくこととなった。また、適用事例集も作成することとなった。

以上のように、本TCは開始1年目から活発な活動を行っており、今後の大いなる進展が期待される。わが国は世界のなかで最も活発にHFCの研究開発が行われており、実際の適用も見られるようになってきたことから、大いなる貢献が求められている。建築分野においても、適用にかかる多様な展開とさらに多く方々の参画を期待したい。

　TC-HFCの公式ウェブサイト：http://www.rilem.org/tc_hfc.php
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